平成24年度12月補正予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農地費　目：農道整備事業費
	事業名: 県営基幹農道整備事業費（公共）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　
　　　　　　　　　　　　農政部　農地整備課　農村整備係　電話番号：058-272-1111（内3186）


E-mail：c11431@pref.gifu.lg.jp  
	事業費


　補正要求額：143,858千円
（現計予算額：631,680千円　　　補正後予算額：775,538千円）

	要求内容


	１　要求の内容


· 県営基幹農道整備事業にかかる経費

· 沿線住民の迂回路および緊急輸送路の機能を果たす農道の早期供用を目指すため、農道工事及び橋梁工事を実施する。
	２　所要経費


· 県営基幹農道整備事業にかかる経費　　143,858千円

・　山口３期地区（中津川市）　　48,858千円（橋梁上部工事）
　　・　神岡４期地区（飛騨市）　　　80,000千円（橋梁下部工事）
　　・　下呂中央２期地区（下呂市）　15,000千円（農道工事）

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　　○　売れる農畜産物をつくる

　　　（３）競争力のある産地をつくる
　　　　　◆　農産物の流通の合理化のため、集出荷施設の設置支援や農道整備を行う
	２　これまでの取組状況


　　合理的な農業生産体制の確立を目指し、効率的に農道の整備を進め、早期に効果が発揮できるよう計画的に整備を行ってきた。
	３　これまでの取組に対する評価


　　既存の道路との接続が可能な箇所については、部分的に供用を開始しており、農業振興はもとより、生活環境の改善、観光などの産業振興、さらには災害時の緊急避難路として地域の活性化に寄与している。
　　山口３期地区及び神岡４期地区では橋梁部が未供用区間として残っており、橋梁工事の進捗を図ることで、早期全線供用開始を目指し、農道としての効果を早急に発揮させたい。
　　下呂中央２期地区は、農道工事を施工することで路線の早期部分供用を目指し、農業振興はもとより、災害時の緊急避難路として寄与させたい。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	631,680
	315,840
	105,279
	0
	0
	0
	0
	210,500
	61

	補正

要求額
	143,858
	71,929
	23,976
	0
	0
	0
	0
	47,900
	53

	決定額
	143,858
	71,929
	23,976
	0
	0
	0
	0
	47,900
	53


